
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

           

御所市家庭教育支援チーム 

 （呼称： ごせ駅前ふれあいセンター  ） 

  

 

②活動拠点 ごせ駅前ふれあいセンター（御所市 170-22） 

③活動範囲 市内全域、県内（大和高田市・橿原市など） 

④組織体制 

 

    ３  人 

元保育士１人（現ボランティアにて学習教室運営） 

子育てサークルメンバー２人 

 

⑤活動開始年度      平成２２年度  

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

仲林 参代 

（TEL）080-8535-9687        （E-mail） 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

☑保護者等への地域の居場所づくり 

☑アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☑自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（ 世代間交流                         ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☑乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

☑中学生 ☑高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・べんきょう部屋（幼児・小学生） 月－木・土曜日 

・ちびっこひろば（年少～年長児）第１日曜日 

・絵本コーナー、絵本づくりコーナー 第３木曜日 

・和太鼓・子育て相談（どなたでも）  予約制 

・にこにこひろば（未就園児及び就学前の親子または保護者 第２月曜日 

・本（絵本）をたのしむ会       第４金曜日 

・大人のおりがみ教室       第２水曜日・第３月曜日 

・子ども食堂（子どもと保護者、中高校生等） 第３日曜日 

※「食」と「学」の一体化 

・世代間交流（どなたでも）体操やおりがみ等  第１日曜日 

・早朝のあいさつ運動（毎日）登園、登校時の見守り・あいさつ及び出勤時

のあいさつと心の交流 

・霜月祭、マラソン大会等地域行事のひろばの提供 

※玄関先に本棚を設置したり、季節の花を植え、道行き人々に「ほっと一

息！」の空間を心がけています。 

 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

退職後、自宅を開放して「ごせ駅前ふれあいセンター」を開設して 13 年。未

来の子どもたちがすくすく育つ居場所づくりを行い、食事の大切さを伝えるこ

とを目的とし令和 3 年 12 月「子ども食堂」を立ち上げました。 

色々な活動を通して、あちこちで笑顔がはじけ繋がりが出来てきています。

最近は活動範囲も広がり、地域の人々と出会い、繋がれていることに喜び

を感じています。「ありがとう！」が言い合える地域づくり。地域、学校、行政

が一体となり、世代間交流の場になっています。御所で一番あたたかいみ

んなの温もりのある居場所づくりを目指して（「わくわく」「ドキドキ」「笑顔の

花」）さらに取り組んでいきたいと思っています。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☑文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援総合推進事業） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 

 


